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取扱説明書

この度は超低床アーゴノラインベッドシリーズをお

買い上げいただき誠にありがとうございます。

この取扱説明書には、ベッドを安全にお使いいただ

くための注意事項と使用方法を記載しています。

■この取扱説明書をよくお読みになり正しく

ご使用ください。

■『安全上のご注意』はご使用前に必ずお読

みください。

■この取扱説明書はいつでもご覧いただける

ように大切に保管してください。

■お買い上げの製品は、改良などによりこの

「取扱説明書」の内容と一部異なる場合が

あります。
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ヘッドボード

背ボトム

腰ボトム
脚ボトム

フットボード

ロックペダル
トータルロックキャスター

膝ボトムロアーフレーム

フレーム

各部の名称と警告マーク

1.各部の名称

2.警告マーク

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、次のことを必ずお守りいただき

正しくお使いください。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し説

明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または家屋・家財などの物的損害が発生す

る可能性が想定される」内容です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています（下記は絵表示の一例です）。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。
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ベッドの仕様 安全上のご注意
超低床アーゴノラインベッドシリーズは、病院や施設などの医療機関でのご使用を目的として設計・

製造されています。ここでは、超低床アーゴノラインベッドシリーズの取扱いに関する全般的な

「警告・注意」を示します。

又、下記の「警告」は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容を示しています。事

故を未然に防止するため必ずお守りください。

サイドレールどうしのすき間や、サイドレールとヘッドボ

ードまたはサイドレールとフットボードのすき間に頭や首、

肩などが入らないように注意してください。

すき間にはさまれて、死亡・重傷の恐れがあります。

サイドレール、介助バーのパイプ間に頭、腕および足を入

れたまま背上げ、膝上げ操作をしないでください。

パイプの間にはさまれて、死亡・重傷の恐れがあります。

ベッドを操作する時は、背ボトム・膝・足ボトムの下やベッ

ドの下に体や手足を入れないでください。特に、幼児はベッ

ドに近づけないでください。

ボトムやベッド全体が降下する時、ボトムやフレームに挟まれて、

重傷を負う恐れがあります。

可動部分（フレームやボトムの下）に手や足を入れない

でください。

はさまれて、ケガをする恐れがあります。

ベッドの高さを変えるときは、介護者の足先に注意をし

てください。

はさまれて、ケガをする恐れがあります。

危険箇所①

危険箇所②

危険箇所③

危険箇所③

危険箇所③
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危険箇所③ 危険箇所②

危険箇所①

※1 ベッドを最大連続使用時間（約5 分）動作させた場合、過熱防止回路がはたらき、アクチュエーターが停止します。
ランプが点灯の状態になるまで20 分程お待ち下さい。



アフターサービスについて

1.「保証書」について

付属されている保証書に必ず「お買い上げ日・お客様のお名前、ご住所・

販売店名」などをご記入の上、記載内容をよくお読みいただき大切に保管してください。

2.使用中に故障かな?と思われる時は

この取扱説明書の「サービスご連絡前の確認」にそって確認していただいても直らない時は、

お買い上げの販売店にご連絡してください。なお、その際下記の内容をご連絡ください。

⑴型式名

⑵お買い上げ日

⑶症状（できるだけ詳しく）

⑷施設名、お名前、ご住所、電話番号

3.保証について

保証期間はお買い上げいただいた日から1年間です。その期間中は無償で修理いたします。
保証期間終了後の修理につきましては、お買い上げの販売店にご相談いただき、修理により使用

出来るようであればご要望により有償で修理いたします。又、アフターサービスについてご不明

な事がございましたら、弊社又はお近くの営業所にお問い合わせください。

4.部品の保有期間について

弊社では、ベッドの補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後7年としております。
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ベッドの上で遊ばないでください。ヘッド・フットボード

およびヘッド・フットフレーム、本体フレームなどのすき

間に手や足がはさまらないように注意してください。
すき間にはさまれて、死亡・重傷の恐れがあります。

ベッドを操作するときは、12 歳以下の子供をベッドに近付
けないでください。
目を離したすきにベッド下部等にはさまれて、死亡・重傷の恐れがあります。

各部を操作する時は、手指を挟まないでください。
ケガの恐れがあります。

ベッドの上で立ち上がったり、とびはねたりしないでくだ

さい。
転落して、ケガの恐れがあります。

背・膝ボトムが上がっている状態および足上げの状態で、そ

の部分に腰掛けないでください。
転落して、ケガの恐れがあります。

サイドレール・介助バー・オーバーテーブル等にぶら下がっ

たり、のったりしないでください。
転落して、ケガをする恐れがあります。

電源プラグを抜く時は、電源プラグを持って抜いてくださ

い。〈電動ベッド〉
感電する恐れがあります。

誤操作を防止するため、12歳以下の子供や操作を理解でき
ない人が１人で手元スイッチに触れる可能性がある場合に

は、電源プラグをその都度抜いてください。〈電動ベッド〉
誤操作による事故を未然に防いでください。

うつぶせ姿勢で背上げ、膝上げ操作をしないでください。
ケガの恐れがあります。

頭側・足側を逆にして寝て、背上げ・膝上げ操作をしないで

ください。
ケガの恐れがあります。

電源コードプラグのほこりは定期的に取ってください。

〈電動ベッド〉
電源プラグにほこり等がたまると、火災の原因になります。

電源プラグを抜き、乾いた布で拭いてください。

ベッドに付いている警告ラベルは、はがしたり、消したり

しないでください。
危険箇所に気付かず、ケガの原因になります。



サービスご連絡前の確認

サービスへご連絡いただく前に、下記の項目についてご確認下さい。

販売店へご連絡下さい。
（症状をできるだけ詳しくお伝えください）

販売店 ＴＥＬ
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操作を理解できない人にベッドを操作させないでください。
誤操作によるケガの原因になります。

電源は交流100Vを使用し、電源プラグを根元までコンセン
トに確実に差し込んでください。
100V以外の電源や電源プラグの差し込みが不確実のままご使用になると、
火災や感電、故障の原因になります。

濡れた手でベッドを操作しないでください。
感電する恐れがあります。

アクチュエーターやコントロールボックス・手元スイッチ

に液体をこぼさないでください。
感電する恐れがあります。万一こぼしてしまった場合、電源プラグをコンセント

から抜きサービスの点検をお受けください。

手元スイッチコードや電源コードを引っ張ったり、折り曲

げたり、踏みつけたりしないでください。
傷んだまま使用すると、感電やショート、火災の原因になります。

お手入れは、電源プラグをコンセントから抜いて行ってく

ださい。
不意の作動によるケガの原因になります。

ベッドに人が寝ている時は、サイドレールを取り付けてく

ださい。
ベッドから転落して、ケガをする恐れがあります。

治療中の人は、医師に相談してから使用してください。
背や足上げ操作により、治療中の症状を悪化させることがあります。

ベッドを分解したり、改造しないでください。
感電や火災、誤動作の原因になります。

ベッドの回りに作動に障害となるものを置かないでください。
注意器物破損の原因になります。

２人以上の人が乗ったり、強い衝撃を与えないでください。
ベッドの故障の原因になります。

背ボトムや脚ボトムを上げた状態で、その部分に腰掛けないでください。
ベッドの故障の原因になります。

ベッドを連続して作動させないでください。
保護回路が働いてベッドが動かなくなります。

この場合、20 分程度お待ちになってから再びお使いください。

ベッドに異常を感じたら使用を一時中止して、電源プラグをコンセントから抜き

販売店へご連絡ください。
そのままご使用いただくと、ベッドの故障の原因になります。



①介助バーがしっかり取り付いているか確認してからご使用ください。

②セーフティーロックを解除し、アームを持ち上げるとスイングアームを

回転させることができます。

また、レバーを下げるとアームを固定することができます。

スイングアームをご使用者に合った角度にしっかりと固定してから

ご使用してください。

③ロックレバー及び回転部に指を挟まないように注意してください。

アーム

ベッド設置時のご注意

2. サイドレールの取扱い

①ベッド上に人が寝ている時は、必ず取り付けてください。

②サイドレールを持って起き上ったり、ベッドを搬送しないでください。

※折りたたみサイドレールは、適合しておりませんのでご使用にならないでください。

3. 介助バーの取扱い

4. テーブルの取扱い

⑴ベッドテーブルの取扱い

①膝で突き上げないでください。

② 5Kg 以上は乗せないでください。
③ 60℃以上の熱いものは乗せないでください。
④ベッドを作動する時は、一度テーブルを外して

から行うか、挟まれないようにご注意ください。
〈オーバーテーブル〉 〈サイドテーブル〉

取扱いに関する「警告・注意」は、ベッドにもラベルで付いています。ラベルの張り付け位置およ

び種類を下記に示します。
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ラベルＣ
ラベルＢ

ラベルＡ

【ラベルＢ】 【ラベルＣ】

【ラベルＡ】



ベッド備品の取扱い ベッドの動き

ベッドの取扱い

■背上げ

手元スイッチ操作で背ボトムに0 ～75°の範囲で傾斜がつけられ
ます。

■足上げ

手元スイッチ操作で脚ボトムに0 ～46°の傾斜がつけられます。
■ハイロー

手元スイッチ操作でベッドの高さが235～535mmの範囲で調節で
きます。

■足先上げ

手動操作で脚ボトム先端を2 段高くできます。

背上げ操作・・・『あたま』ボタン

足上げ操作・・・『あ し』ボタン

ハイロー操作・・・『たかさ』ボタン

1. ベッドご使用前の確認

⑴設置状況の確認

・障害物がないことを確認してください。

⑵ベッド状態の確認

・梱包用のビニール、紐が残っていないことを確認してください。
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1.ベッド備品の安全上のご注意

オプションは、弊社以外の物はお使いにならないでください。

破損、転落、転倒して、ケガの原因になります。

ベッド上に人が寝ている時は、必ずサイドレールを取り付けてください。

ベッドから転落して、ケガの恐れがあります。

幼児や小さなお子様をサイドレール・介助バー・テーブルパネル等で遊ばせない

でください。

ケガの原因になります。

サイドレール・介助バー・テーブルパネル等に腰掛けたり極端な荷重をかけない

でください。

壊れて、ケガの恐れがあります。

サイドレール・介助バー・テーブルパネル等に付属以外の部品を使ったり改造し

ないでください。

破損の原因になります。

サイドレール・介助バーのパイプの間やすき間に頭、腕および足を入れたまま背

上げ、膝上げ操作をしないでください。

すき間に挟まれて、死亡、重傷の恐れがあります。

サイドレールを持って起き上ったり、ベッドを搬送しないでください。

変形して、ケガの原因になります。

テーブルパネル・サイドテーブルをご使用の場合は、テーブルパネル・サイド

テーブルをベッドから必ず取り外してベッドの各操作を行ってください。

テーブルが倒れたり、テーブルの上の物が倒れて、ケガや器物破損の恐れがあります。

サイドテーブルのノブは、確実に締め付けてください。

天板が落下して、ケガや器物破損の恐れがあります。

介助バーご使用時には、スイングアームがしっかり固定されているか確かめてご

使用してください。

ケガの原因になります。

介助バー本体およびスイングアームのすき間に手、腕、首、足等を入れないでく

ださい。

すき間に挟まれて、ケガの恐れがあります。

介助バーのロックレバーがフリーの状態でご使用しないでください。

ケガの原因になります。
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2.ベッドの操作



【ダブルロックキャスター】
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※ダブルロックキャスターは、4 輪全てに付いています。
①キャスターをロックする

ロック付キャスターのロックペダルを踏んで（下げて）ください。

②キャスターのロックを解除する

ロック付キャスターのロックペダルを上げてください。
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(11)便利機能設定解除リモコン早見表

ロ
ゴ
マ
ー
ク
点
滅
解
除
で
完
了

ロ
ゴ
マ
ー
ク
点
滅
解
除
で
完
了

ロゴマーク

点滅後

ロゴマーク

点滅後

ロゴマーク

点滅後

ロゴマーク

点滅後

ロゴマーク

点滅後

ロゴマーク

点滅後

①同時に5 秒
間押すとロゴ

のマークが点

滅します。

点滅したら、

一度ボタンを

離します。

②同時に3 秒
間押すとロゴ

のマークが点

滅します。
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